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 「プロローグ」「１ 中江裕司」「２ 中江裕司監督『真夏の夜の夢』」「３ 日本のシェ

イクスピア映画として」「エピローグ」の順で構成した。シェイクスピア映画の研究は進

んでいるが、それはある特定の映画だけである。日本人が製作したものでは黒澤明監督

『蜘蛛巣城』（1957）がメインであり、その他のものはほとんど言及もされず、研究も進

んでいない。沖縄を舞台にした『真夏の夜の夢』は沖縄文化独特なものもあり、同じ日

本人であってもエキゾチックな印象さえ覚える。まさに多文化共生の時代、こうした映

画の理解はさらに深めあられる必要があるのだ。（B5) 


